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体成分分析装置

はじめに

　体成分分析装置をご存知でしょう

か ?簡潔に説明すると、栄養状態に

問題がないか、体がむくんではいな

いか、身体はバランスよく発達して

いるかなどを評価する装置です。私

たちは、この測定結果に基づいて改

善すべき体成分の目標を決めていま

す。今回は、当院で使用している体

成分分析装置「InBody S10」の測

定方法や評価基準についてご紹介さ

せていただきます。

体
成
分
分
析
装
置
に
つ
い
て

　体
成
分
分
析
装
置
と
は
、体
に
微
弱
な
電
流
を
流
し

て
体
の
成
分
を
間
接
的
に
測
定
す
る
機
器
で
、患
者
さ

ん
の
栄
養
状
態
や
浮
腫（
む
く
み
）の
評
価
、※
1
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
の
評
価
、※
2
肥
満
の
評
価
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　当
院
は
イ
ン
ボ
デ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン
社
製「In

B
o
d
y 

S
1
0

」を
採
用
し
て
い
ま
す
。「In

B
o
d
y S

1
0

」は
持
ち

運
び
が
可
能
で
、電
極
を
手
足
に
装
着
し
測
定
し
ま
す
。

ま
た
、立
っ
た
状
態
や
座
っ
た
状
態
、寝
た
状
態
な
ど
の

ど
の
姿
勢
で
も
測
定
が
可
能
な
た
め
、様
々
な
患
者
さ

ん
の
測
定
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、体
に

微
弱
な
電
流
を
流
し
て
測
定
す
る
の
で
、ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
な
ど
を
挿
入
し
て
い
る
場
合
は
測
定
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て

　「サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」と
は
、全
身
の
筋
肉
量
が
減
少
し
身
体

機
能
の
低
下
が
起
き
る
状
態
で
、日
常
生
活
や
生
活
の
質
が

低
下
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
は
、加
齢

に
伴
う
筋
力
低
下
が
原
因
の「
一
次
性
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」と
、

栄
養
状
態
や
活
動
低
下
、疾
患
な
ど
が
原
因
の「
二
次
性
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
」が
あ
り
ま
す
。

検査時の様子
寝た状態でも検査が可能です。
100秒以内で測定できます。

第22回

※1
肥
満
に
つ
い
て

　「肥
満
」と
は
、体
重
が
多
い
だ
け
で
な
く
体
脂
肪
が
過
剰

に
蓄
積
し
た
状
態
で
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
原
因

と
な
り
ま
す
。近
年
増
加
し
て
い
る「
隠
れ
肥
満
」は
、運
動

不
足
の
現
代
人
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。体
は
細
い
か
普
通
で

す
が
、体
脂
肪
が
多
く
筋
肉
が
少
な
い
状
態
で
、過
体
重
の

肥
満
と
同
様
に
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

※2

体成分分析装置で分かること

さいとう・たかのり

齋藤 孝典

体成分改善のために運動や食
事調節を行う場合は、専門家
に相談し、計画的に取り組み
ましょう！

理学療法課 係長

理学療法士

❶体成分分析
体の 4大構成成分
①水分量
②タンパク質
③ミネラル量
④体脂肪量
の状態や量がわかり
ます。

❷筋肉・脂肪量
体の筋肉量と脂肪量
が測定でき、体重に
対して適切かどうか
がわかります。部位
別にも測定できます。

❸肥満指数
BMI と体脂肪率の両
方を測定することがで
きます。自分の体型と
肥満度がわかり、BMI
と体脂肪率の両方を測
定することにより、隠
れ肥満を見つけること
ができます。

❹体水分均衡
正常の場合、細胞外の水分量と
細胞内の水分量の比率は一定と
なります。これを体水分均衡と
いいます。体の浮腫（むくみ）と
は体内の水分量のバランスが崩
れた状態で、体水分均衡を測定
することでわかります。
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❸
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体成分分析装置「InBody S10」
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